
おしゃべりひめは、ふあんにおもいながら、まっくら

ななかで、ときどきふりかえる、ねこのめをおいなが

ら、そろりそろりと、あるきだしますと、ふしぎにも

せまいとおもったろうやは、たいへんにひろくて、ど

こまでいっても、つきあたりません。そのうちに、な

んだか、のはらにきたようで、はいているくつのさき

に、はっぱがあたるようです。なおよくきをつけてみ

ると、あたまのうえには、そらがあって、くものあい

だから、ほしがひかっています 「まあ。やっぱりね。

こは、ほんとうにあたしをたすけてくたのね。だけど

いったいここは、どこなんだろう」と、そこいらをみ

まわしました。そうすると、やがて、あたりがあかる

くなって、まだ、みたこともない、やまやかわや、も

りやいえが、みえてくると、むこうのくものあいだか

ら、まっかなおてんとうさまが、ぴかぴかかがやきな

がら、でてきました。そうして、そこいらいちめんに

さいているはなも、てらしました。そのときにきがつ

くと、まんまえのねこは、どこへいったか、かげもす

がたもなくなっていました。おしゃべりひめが、ぼん

やりしてたっていますと、まもなくうしろのもりのな



かから、ふたりの、ひゃくしょうのふうふらしいもの

が、でてきましたが、だんだんちかづいてみると、な

んということでしょう。それは、にんげんのすがたを

したひばりで、おしゃべりひめのすがたをみつけると

びっくりして、たちどまりました。そうして、ふたり


